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公衆衛生学授業における学外実習の教育的効果

―筑豊地区見学実習の事例（1981-89年度）―

華表 宏有

　公衆衛生学（予防医学・地域保健）の授業の中で9年間（1981～89年度）経験した筑豊地区見学実習につ

いて，学生による授業評価（無記名方式）で質問したこのような学外実習（年1～2回実施）の教育効果に

関する結果とともに報告した。

　筑豊地区は1960年頃に起こった石炭産業の衰退以来，公衆衛生政策の観点からみて全国的にも優先順位の

高い地域の一つとしてよく知られている。筆者は当該地域に存在している自治体病院，県立保健所，石炭記

念館，総合せき損センターなどの関連施設への早期暴露によって，“公衆衛生の精神を体得した”医師を教

育するためにこの学外実習（1日間，バス2台に便乗する全員参加型）の定着化に努めた。

　学生は1日間の当該地域での個人的体験をふまえてレポートをまとめることが課せられている。学生によ

る授業評価をみると，丁度半数強の回答者がこの実習の持つ教育効果を積極的に肯定している。しかしなが

ら1990年度には大学としての授業時間削減（約20％）の方針によって，このユニークともいえる学外実習は

削除せざるを得なかった。

　このような全員参加型の学外実習の長所と短所を小グループによる場合と比較して考察した。

　結論としてこれからの社会に働く“公衆衛生の精神を体得した”医師を育成するために有効なプログラム

をさらに開発していくことの重要性を指摘した。
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